





































肢体不自由教育経験年数 5年以下の当校教員 6名(年齢 24"'-'58才)に対して，昨年
度の指導法研修による自己の変化について，アンケート調査と聞き取り調査を併せて実施
した。アンケート項自は，①自身の時間の指導についての変化について 5項目，②指導の















-目標 に応 じた指導方法を選定でき る
-指導に対する 子どもの評価がで きる
②指導の実感に関す る項 目
-子 どもの 変化に気づ いて適切に評価できる
-目標 に対する 指導の結果に手ごたえを感じる
-一人で時間の指導が でき る




アンケートは配布数 6，回収 6 (回収率 10 0 %)であった。
①自身の時間の指導の変化の項目のう ち， r実態把握ができる Jでは， 6名 中4名が良
い方向に変わった(図 1) 0 r目標設定がで きるJでは， 6名中 5名が良 い方向に変わっ
た(図 2) 0 r目標に応じた指導内容を選定で きるj では， 6名中 5名が 良い方向に変わ
った(図 3) 0 r目標に応じた指導方法を選定できる 」では， 6名中 4名が良 い方向に変
わった(図 4) 0 r指導に対す る子どもの評価ができる 」では， 6名中 5名が良い方向に
変わった(図 5)。
②指導の実感に関する項目のうち， r子どもの変化に気づいて適切 に評価できる j では，
6名 中 5名が 良い方向に変わっ た(図 6) 0 r目標に対する指導の結果に手ごたえを感じ
る」では， 6名中 2名が良い方向に変わった (図 7) 0 r一人で時間の指導ができる 」で
は， 6名 中 3名が良い方向に変わった(図 8) 0 1時間の指導に自信を持ってできる Jで
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図4 目標に応じた指導方法を選定できる
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次に「ケース会の進め方j と「指導技法j が多いという結果が得られた D
?????
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